排水設備工事計画確認申請から検査まで
１．排水設備工事計画確認申請書について
１）申請者に事前に申請書の確認を受け、押印のうえ３部提出。(カラーコピー不可)
２）文字・数字・図面はていねいに記入し、申請者の氏名等についても誤字・脱字がな
いように記入すること。
① 排水設備等計画確認申請書
汚水の種類（水道水・井戸水・水道水＋井戸水・その他）、工事予定日、融資斡旋の有無等、記入漏れがないようにする。
② 排水設備等工事内訳書
　　　単価・金額は未記入とする。
Ａ　塩ビ管布設工
形状　　管種・管径・平均掘削深を記入する。
数量　　管渠延長で記入する。（記入例備考参照）
備考　　ます控除の計算を記入する。
Ｂ　ます設置工
名称　　ますの番号・種類を記入する。
形状　　ます口径・深さを記入する。
数量　　各ますとも深さが異なるので、１個ずつ記入する。
Ｃ　継手材
名称　　各継手の種類を工事ごとまとめて記入する。
形状　　略号・口径を記入する。
Ｄ　浄化槽・便槽処理
形状　　何人槽かを記入する。
Ｅ　舗装切断工・土間復旧工
形状　　舗装の厚さを記入する。
　　　　　※　切断延長・復旧面積については、平面図に箇所・延長等を明記する。
　　③ 平均掘削深算出表
　　④ 平面図
宅地・道路・建物・公共ます・水道メーター等の位置関係が解るものとし、トイレ・風呂・台所等の位置を明確にする。また、計画の管路を記載する。
　　④ 縦断図
　　　　 既設管を使用する場合はその部分も記載する。
　　⑤ 位置図
　　　　 住宅地図等を使用し、工事個所が明確にわかるもの。
２．排水設備工事の実施
１）原則として、２％勾配・最小土被り３０㎝を守ること。不可能な場合は事前に必ず
市役所担当者と協議し、指示に従うこと。
２）汚水・雨水の排水については、事前に十分調査を行い汚水と雨水を切り離し、汚水
は雨水管に、雨水は汚水管に流入させないこと。
３）既設の排水器具については、器具トラップの有無を確認し二重トラップの配管をし
ないこと。また、臭気が屋内にあがらないよう既設の配管に注意し施工すること。
４）各ますの高さは、地盤高に合わせること。特に犬走り、土間等にコンクリートを打
設する場合には、仕上がり面との高さを十分に調整し、ますの蓋を埋めないこと。
５）汚水ます内での飛散によるます内部の汚水及び管路上の逆流防止のため、トイレか
ら排水枝管が合流する箇所には「段差付き合流ます」を設置すること。
６）雨水排水管を布設した時に塩ビ製ますを使用した場合には、雨水ます用蓋を使用し
汚水ますとの区別をすること。
３．工事完了届について
１）工事が完了した日から５日以内に工事完了届を添付書類と併せて３部提出すること。
①　排水設備等完了届
申請者と使用者は同一人物か、汚水の種類は申請時と違っていないか確認すること。また、提出日、工事完了日など記入漏れがないよう注意すること。
　　※添付書類は申請の②～⑤に同じ。なお、各数値は竣工時のものとする。
２）アパート等の工事が完了したときには、「使用開始時のアパート入居者名簿」を併
せて提出すること。
４．完成検査について
１）検査時には、申請者に連絡をし、責任技術者が立ち会うこと。
２）検査日時の都合が悪いときは、市役所担当者に連絡し、日程の変更をすること。
３）検査には、手帳・テープ類等を持参すること。
４）補修・手直し等があった時は、検査後５日以内に改修し、市役所担当者の確認を受
けること。
５）検査時に申請者の都合が悪く検査に立ち会うことができない場合には、指定店が責
任もって「検査済み証」等を申請者に渡すこと。
５．書類記載数値基準
	
	種類
	単　位
	　　記　入　数　値
	　　記　　載　　例
	

	
	延長
	ｍ
	小数点以下２位まで
	　　　　３．５６ｍ
	

	
	ますの形状
	㎜
	
	　φ１５０㎜
	

	
	管渠の形状
	㎜
	
	　φ１００㎜
	

	
	管渠の勾配
	％
	小数点以下１位まで
	　　　　２．０％
	

	
	ますの深さ
	㎝
	
	　Ｈ＝４５㎝
	

	
	土被り
	ｍ
	小数点以下２位まで
	　　　　０．８５ｍ
	

	
	地盤高
	ｍ
	小数点以下２位まで
	　　　１０．００ｍ
	

	
	管底高
	ｍ
	小数点以下２位まで
	　　　　９．０５ｍ
	

	
	掘削深
	ｍ
	小数点以下２位まで
	　　　　０．９５ｍ
	

	
	舗装切断延長
	ｍ
	小数点以下２位まで
	　　　１０．３０ｍ
	

	
	舗装復旧面積
	㎡
	小数点以下２位まで
	　　　　３．００㎡
	


６．計画確認及び完了検査手数料
　　排水設備計画確認通知書配布時に渡す納入通知書で、市役所または金融機関で納入すること。
